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1、 基本

· 概要

石を立てるについては、まず大体の趣旨を心得る必要がある。

· 口語訳

一、地形により、池の様子に従い、因って生ずる所々に、趣向を廻らし、自然の山水を考えて、あそこはああであった、こうであったと、思い浮べながら立てるのである。

一、昔の名人が立て残したのを手本として、家主の意向をも酌んで、それに自分の趣向を凝らして、立てるべきである。

一、国々の名所を思い廻らして、その趣のある所々を取入れ、自分のものにして、.大体の模様をその所々に象どり、和らげて立てるのである。

2、 地取

· 概要

池のバランス

· 口語訳

殿舎を作るに当って、それを修飾するために山を築いたということも、祇園図経に見えている。池を掘り石を立てようとする所には、まず地形を見たて、たよりに従って、池の姿を掘り島々を作り、池へ入る水落や池の尻を出すべき方角を定めねばならぬ。南庭を置くには、階隠の外の柱から、池の汀に至るまでを六—七丈（18—21m）の広さとし、若し内裏儀式ならば八—九丈（24—27m）にもしなければならぬ。それは拝礼のことに備える必要があるからである。但し万一町の邸の南面に池.を掘ろうとするのに、庭を八九丈も置いたならば、池の水面はいかほどにもならないではないか、その辺よくよく注意すべきである。しかし堂社などには、四—五丈でも差支ないのである。

· レファレンス

・祇園図経

唐の乾封二年（667）終南山の澂照大師が霊感によって記したと伝える祇園精舎図の詳細な記述で祇園精舎図を附すという。後世の擬作。

· 階隠

寝殿正面の階上に出した廂、外側に二本の柱が立つ。

· 内裏儀式

内裏の儀式用の南庭。礼拝のための空間が必要であることをいう。

3、 池と寝殿と橋

· 概要
池の大きさと寝殿の関係、橋の作り方

· 口語訳

又島を置くのは、所の様子により或は池の大小によるべきである。それが(島を置くに)適当な場所では、島の端が寝殿の中央にあたるように配置し、島の後部に楽屋を設け得るように用意するのがきまりである。楽屋は七八丈にも達するから、島を初めからそのつもりで広くして置きたいが、結局池の大きさによることだから、時には中心の島から後方へ引きさがって別の島などを置き、仮板敷を敷き続けるようにする。かく仮板敷を敷くのは、島が狭いためである。この場合楽屋の前方には、島の一部が十分見えるようにする。そこで島の前方は普通にとって、楽屋として不足の部分に仮板敷を敷くのだと伺っている。又、反橋の下部が上座の方から見えるというのは、この上もなく悪いことである。そうであるから、橋の下方には、大きな石を数多く立てるのである。又島から橋を渡すには、正確に階隠の中心に当る位置を避けるようにする。すじかうようにして、橋の東の柱を階隠の西の柱に当てるべきである。又山を築き町筋を置くのは、地形により、池の形に従うのである。又透渡殿の柱を短く切って、どっしりとした大きな出石の角ばったものを立て、又釣殿の柱にも大きな石を据えるがよい。

■レファレンス

· 透渡殿

吹放しの回廊または渡殿。柱を短くするのは、山や野すぢを隠さず大きく見せるためである。

4、 石と池

· 概要
石と池に関する基本

· 口語訳

又池や島の石を立てるには、現在水を引いて見ることが困難あるならば、水草据えさせて、釣殿の簀子の下桁と水面の間、四五寸ある位を計り、所々旨目盛のしるしを立てて置いて、石が池の底へ入り、水に隠れる度合、水面から出る度合を計るべきである。池の石は底から強く支えたつみ石を置いて、立てあげて置けば、年数を経ても崩れ倒れる心配はなく、水の干上った時でもやはり面白く見えるのである。島を置くにも、始めからその形に切りたてて掘って置いたならば、その岸に切りかけ切りかけ立でた石は、水を入れた後で、岸がふやけて、折角立てた石がもたないのである。であるから、大ざっぱに島の形を取って置いて、石を立てたあとで、次第に島の形に刻んで行くべきである。又池や遣水の尻は西南へ出すがよい。それは青竜の水を白虎へ出すという趣旨である。池尻の水落の横石は、釣殿の下桁の下端から水面まで四五寸ばかり、いつもすかして置くように、そしてそれ以上になれば、流れ出るような程度を計って据えるべきである。すべて滝の左右、島の先端、山のきわの外には、高い石を立てることは稀である。中でも庭上に家屋に接近して三尺以上の石を立ててはならぬ。若しこれを犯したならば、主人はその家に居住することなく、終にはそこは荒廃の地となるということである。又離れ石は、荒磯の沖や山の先、島の先に立てるべきであるとか聞く。離れ石の根元には、水面に現れない程度に、大きな石を二つ三つ、三鼎に掘り沈めてその中に立てて、詰石を打ち入れるのである。

■レファレンス

青竜・白虎

中国の風水思想によると、四神の相応を最善とした。具体的には左に流れ、右に長述、前に汀池、後に丘陵のある土地柄である。
５　枯山水事

· 概要　　

枯山水の意味と例　

· 口語訳

池もなく遣水もない所に石を立てることがある。枯山水と名づける。その枯山水の様式は、片山の岸や又は野筋などを造り出して、それに取り付いて石を立てるものである。又専ら山里などの様に面白くしようと思えば、高い山を家屋近く築き、その山の頂から且出裾の方へ石を少々立て下して、この家を造る、為に山の片側の険しい処を崩し、土をとり除いたために自然に掘りあらわされた石が、底深く平らに拡っていて掘りのけようもないから、その上又は石の片かどなどに、束柱をも切りかけたという体にすべきである。何物かを手がかりとして、小山のさきや、樹のもとや、束柱のきわ等に取り付けて、石を立てることがある。但し庭面には石を立て、前栽を植えることや、階下の座席などを敷くことに意を用うべきであるとか言う。すべて石は立てることは少く、臥せることが多い。けれども石ぶせとは言わないのである。石を立てる様式は色々ある。

６　立石様
· 概要

石の置き方（大海の様式）

· 口語訳

大海の様式、大河の様式、山河の様式、沼地の様式、蘆手の様式等である。
大海の様式は、先ず荒磯の有様を立てるべきである。荒磯は、岸のほとりには不恰好に尖った幾つかの石を立て、汀を床根として立ち出た石を、数多沖の方へ立てつづけて、その他にはなれ出た石も少々あるのがよい。これはみな浪のきびしくかかる所で、石の洗い出された姿である。さて所々にずっと洲崎や白浜を見せて、松などを植えるべきである。
７　立石様

· 概要

石の置き方（大河の様、山河の様）

■口語訳

一、大河の様式は、その姿が竜蛇の行く道の様になるのである。先ず石を立てるには、第一に水の曲折した所を初めとして、主君の稜のあるのを一は立て、その石の要求するのを限度とするのである。口伝がある。その次々の石を立て、行くこと。水は向うかたの物を崩すものであるから、山も岸も保てない。その石にあたった水はそこから折れ、又はたわんでつよく行くから、その末を考えて又石を立てるべきである。その末々は、この要領をのみこんで、次第に風情を変えながら立て下すのである。石を立てる所の遠近や多少、及び場所の様子に従って、その時の趣向によるべきである。水は左右の岸がせまって、細く落ち下る処は早いから、少し広くなって水の行き弱る所に、白州を置くのである。中石はそのような所に置くがよい。勿論中石があらわれたならば、その石の下の方に洲を置くのである。（下図左）
一、山河の様式は、石を数多く立て下して、ここかしこに伝い石があるのである。又水中に石を立て、左右へ水を分けたならば、その左右の汀には、掘り沈めた石を据えるべきである。以下の両河の様式は、遣水にも用いらるべきものである。遣水にも、一つを車一輛に積み煩う程の大きさの石がよいのである。（下図右）

８　立石様

· 概要　

石の置き方（沼の様、芦手の様）

· 口語訳

一、沼の様式は、石を立てることは稀で、ここかしこの入江に、芦、まこも、菖蒲、かきつばた等の水草を植え、格別島などはなくて、水面を広くて果てしのない様に見せるべきである。池の様式は、溝の水が入り集まった溜り水である。そうであるから、水の出入の所があってはならないので、水を思いがけぬ所からかくし入れるべきである。又水の面を高く見せねばならぬ。

一、芦手の様式は、山など高くしないで、野筋の末や、池の汀などに石を所々立て、そのわきわきに小笹や、やますげ等の草を植えて、樹には梅柳等のしなやかな木を選んで、植えなさい。すべてこの様式は、平らな石を品文字の形等に立てわたして、それに取りつき取りつき、あまり高くなく又あまり茂らない前栽を、植えるべきだとか言う。石の様式をそれ一途に用ひ立てよと言うのではない。池の姿や土地の有様に随って、一つの池に、あれこれの様式を引合せて、用いることもある筈である。池の広い所や島のほとりなどには、海の様式をまなび、野筋の上には、芦手の様式をまなびなどして、ただ場合によるのである。よくも知らない人がどの様式ですかなど、言うのは、甚だ滑稽なことである。

９　立石様

· 概要

石の置き方（池河の様、）

■口語訳

一、池河の汀の様々をいう事
鋤鋒鍬形。池ならびに河の汀の白浜は、すきさきの様に尖り、鍬形の様に刻み込むべきである。この姿を作る時には、石を汀から離して立てねばならぬ。池の石は、海をまなぶことであるから、必ず岩根の浪かへしの石を立てるべきである。

１０　島姿の様々をいう事

■概要

島の姿の説明
· 口語訳

山島、野鳥、牡鳥、磯島、雲形、霞形、洲浜形、片流、干潟、松皮等である。
一、山島は、池の中に山を築いて、いれちがえいれちがえに高下を造って、常磐木を沢山植えよ。前には白浜を設けて、山ぎわや汀に、石をたてるのである。
一、野鳥は、ひきちがえひきちがえに、野筋を作って、所々に背だけを表わした石を立て、それをよりどころとして秋草などを植えて、隙間々々には苔などを伏せるべきである。これも前には白浜を設けるのである。
一、杜島は、ただ平地に樹をまばらに植え潰して、繁った杜の下をすかして、木の根に取りつき取りつき目立たない程の石を少々立て、芝もふせまた砂をも散らすべきである。
一、磯島は、直立した石を所々に立て、その石に随って、浪打の石を荒らかに立て渡して、その高石の間々には、あまり高くない松で、年数を経、姿.がすぐれており、緑深いものを所々に植えるべきである。

１１島姿の様々をいう事

■概要

島の姿の説明
· 口語訳

一、雲形は、雲が風に吹きなびかされてたなびき渡った姿で、石もなく植木もなくて、一面に白州であるべきだ。
一、霞形は、池の面を見渡すと、浅みどりの空に、霞の立渡った様に、二がさね三がさねにも入れちがへて、細々とここかしこがとぎれ渡って見えねばならぬ。これも、石もなく植木もない白州であるべきである。
一、洲浜形は、普通の洲浜の様にするのである。但しあまりきちんと紺の紋などの様になるのは宜しくない。同じ洲浜形であるけれども、或はひきのばした様に、或はゆがめた様に、或は背中合せにうちちがえた様に、或は洲浜の形かと見えるけれども、やはりそうではない様に見えなければならぬ。これに砂をちらした上に、小松などを少々植えるがよい。
一、片流様は、あれこれの風情もなく、細長に水を流し置いた姿なのである。
一、干潟様は、潮の干あがった跡の様に、半ばはあらわれ、半ばは水に浸った様にして、自然に石が少々見えるのである。樹はあってはいけない。
一、松皮様は、まつかわずりの様に、とかく喰違った様で、とぎれそうに見える所があるべきである。これは石や樹があってもなくても、人の心にまかせるのである。

１２　滝をたてる順序
· 概要　

滝の作る順番

· 口語訳

滝をたてるには、第一に水落の石をえらばねばならぬ。その水落の石は、作り石の様に面の滑かなのは面白味がない。滝が三四尺にもなれば、出石の水落が美しくて、面の癖づいたものを用いるべきである。但し水落がよくて面がよく癖づいていても、左右の脇石をよせ立てるのに釣合わなければ、無益である。水落の面がよくて、左右の脇石も釣合いそうな石を立て終えたら、少しもゆがめずに根元をかためてから、左右の脇石をよせ立てさせるのである。その左右の剛石と水落の石との間は、何尺何丈あっても、底から頂きまで、埴土をやわらかに打ちこしらえて、厚く塗りあげてから、石まぜにただの土も入れて築きかためるべきである。滝は第一にこれをよくよく用意すべきである。その次に、右方が上座であれば、左方の脇石のかみにそへて、よい石の直立したのを立て、右の方の脇石の上に、少し低く左の石が見える程度に立てよ、左方.が上座ならば、右の次第で反対に立てるのである。さてその上の方は平らな石を少々立て渡すのである。それも専ら水のみちの左右に、遣水などの時の様に立てたのはよくない。ただ忘れた様に散らして立てても、水をそばへはやらない様に考えて立てなければならぬ。中行の背の出たものも少々あってよい。次に左右の脇石の前に、よい石の半はほど低い石をよせ立て、その次には、その石の望むにしたがって、立て下すのである。滝の前は殊の外に広く、中石など数多くあって、水を左右へ分けて流したのが格別よい。その次には、遣水の儀式が宜しいであろう。滝の落ち方は種々あって、人の好みによる。はなれ落ちを好むならば、面に横かどのきびしい水落の石を、少し前にかたむけて据えるのである。
伝い落ちを好むならば、少し水落のおもての角の欠けた石を、少しばかり仰向かせて立てるがよい。伝い落ちは、整然と糸をくりかけた様に落すこともある。又二三重に低い前石をよせたてて、左右へあれこれやりちがえて落すこともあるのである。

１３　滝をたてる順序
· 概要　

滝の作る順番

· 口語訳

滝を高く立てることは、京中ではむっかしいであろう。但し、内裏などならばないとは限らない。成人の申したことには、一条の大路と東寺の塔の空輪の高さは、等しいとかいうことである。そうすると、上の方から水路に少しずつつ左右の堤を築き下して、滝の上に来るまで用意をしたならば、四五尺の高さには必ず立てられるであろうと思われる。
又滝の水落の巾は、高下にはよらないのではないか。自然の滝を見ると、高い滝は必ずしも広くなく、低い滝でも必ずしも狭くはなく、ただ水落の石の寛狭によるのである。但し三四尺の滝になると、二尺余より過ぎてよくない。低い滝の広いのは、色々の難がある。一には滝の丈が低く見える。一つには井堰にまがう。一つには滝の咽喉が明らかに見えるので、浅い様に見えることがある。滝は思いがけない岩の間から落ちた様に見えると、木暗く奥ゆかしいのである。だから水を流しかけて、咽喉が見える所には、よい石を水落の石の上に当る所に立てたならぱ、遠くからは岩の中から出る様に見えるのである。

１４　滝の落ちる様々を言う事
■概要　

滝の作る順番

■口語訳
向落、片落、転落、離落、稜落、布落、糸落、重落、左右落、横落。
向落は、正面に向って整った形に同じ様に落すべきである。
片落は、左からそえて落したならば、水を受けるかしらのある前石で、高さも広さも、水落の石の半分にあたるものを、左の方によせ立てるならば、その石の頭にあたって、横の方に白み渡って、左から落ちるのである。
伝い落は、石の壁に従って落ちるのである。
離れ落は、水落に一面に角のある石を立て、上の水を淀めないで早くあてたならば、離れ落ちるのである。
稜落は、滝のおもてを少し脇に向けて、稜を上座の方から見せるのである。
布落は、水落におもての滑らかな石を立てて、滝の上を淀ませ、ゆるく流しかけたならば、布を晒しかけた様に見えて落ちるのである。
糸落は、水落に頭にさし出た角の数多くある石を立てたならば、沢山に分れて、糸を繰りかけたように落ちるのである。
重落は、水落を二重に立てて、別段技巧を用いないで、滝の丈に従って、二重にも二重にも落すのである。成人が言うのに、滝はたよりを求めても、月に向うべきである。それは落ちる水に月影を宿らせる為であると。
１５　滝の落ちる様々を言う事
■概要　

滝の作る順番

■口語訳
滝を立てることに就いては口伝がある。中国の書物にも記されていることが、多いとか言うことである。不動明王が誓って言われるには滝は三尺になれば皆我が身である。四尺五尺乃至一丈二丈になれば勿論の事であると。この訳で必ず三尊の姿にあらわれるのである。左右の前石は二童子を表すのであろうか。不動儀軌に云うには、
見我身者。発菩提心。聞我名者。断悪修善。故名不動云々。我が身を見れぱと誓い給うことは、必ずしも青黒童子の姿を見奉れというのではない。常に滝を見よということである。それは不動が種々の身をあらわし給う中に、滝を以て本とするからである。
16遣水事
· 概要

· 口語訳

一、先水のみなかみの方角をさだむべし。経云、東より南へむかへて西へながすを順流とす。西より東へながすを逆流とす。しかれバ東より西へながす、常事化。又東方よりいだして、舎屋のしたをとおして、未申方へ出す、最吉也。青竜の水をもちて、もろ〓の悪気を白虎のみちへあらひいだすゆへなり。その家のあるじ疫気悪瘡のやまひなくして身心安楽寿命長遠なるべしといへり。

四神相応の地をえらぶ時、左より水ながれたるを、青竜の地とす。かるがゆへに遣水をも殿舎もしハ寝殿の東より出て、南へむかへて西へながすべき也。北より出ても、東へまわして南西へながすべき也。経云、遣水のたわめる内ヲ竜の腹とす、居住をそのハらにあつる、吉也。背にあつる、凶也。又北よりいだして南へむかふる説あり。北方ハ水也。南方ハ火也。これ陰をもちて、陽にむかふる和合の儀歟。かるがゆへに北より南へむかへてながす説、そのりなかるべきにあらず。

水東へながれたる事ハ、天王寺の亀井の水なり。太子伝云、青竜常にまもるれい水、東へながる。この説のごとくならば、逆流の水也といふとも、東方にあらば吉なるべし。

17　
· 概要

■口語訳

弘法大師高野山ニいりて、勝地をもとめたまふ時、一人のおきなあり。大師問テのたまはく、此山に別所建立しつべきところありや。おきなこたへていはく、我領のうちにこそ、昼ハ紫雲たなびき、夜ハ露光をはなつ五葉の松ありて、諸水東へながれたる地の、殆国城をたてつべきハ待れといへり。但諸水の東へながれたる事ハ、仏法東漸の相をあらはせるとか。もしそのぎならバ、人の居所の吉例にハあたらざらむか。

或人云、山水をなして、石をたつる事ハ、ふかきこ〓ろあるべし。以土為帝王、以水為臣下ゆへに、水ハ土のゆるすときにハゆき、土のふさぐときにハと〓まる。一云、山をもて帝王とし、水をもて臣下とし、石をもて輔佐の臣とす。かるがゆへに、水ハ山をたよりとして、したがひゆくものなり。但山よはき時ハ、かならず水にくづさる。是則臣の帝王をおかさむことをあらハせるなり。山よはしといふハ、さ〓へたる石のなき所也。帝よハしといふハ、輔佐の臣なき時也。かるがゆへに、山ハ石によりて全く、帝ハ臣によりてたもつと云へり。このゆへに山水をなしてハ、必石をたつべきとか。

18

· 概要

■口語訳

　一、水路の高下をさだめて、水をながしくだすべき事ハ、一尺に三分、一丈に三寸、十文に三尺を下つれバ、水のせ〓らぎながる〓こと、と〓こほりなし。但値すゑになりぬれバ、うるハしきところも、上の水にをされてながれくだる也。当時ほりながして水路の高下をみむことありがたくハ、竹をわりて地にのけざまにふせて、水をながして高下をさだむべき也。かやうに沙汰せずして、無左右く屋をたつることは、子細をしらざるなり。水のミなかみ、ことのほかにたか〓らむ所にいたりてハ、沙汰にをよばず。山水たよりをえたる地なるべし。道水ハいづれのかたよりながしいだしても、風流なく、このつまかのつま、この山かの山のきはへも、要事にしたがひて、ほりよせ〓おもしろくながしやるべき也。

南庭へ出すやり水、おほくハ透渡殿のしたより出テ西へむかへてながす、常事也。又北対よりいれて二棟の屋のしたをへて透渡殿のしたより出ス水、中門のまへより池へいる〓常事也。

19
· 概要

■口語訳

　遣水の石を立る事は、ひたおもてにしげくたてくだす事あるべからす。或透廊のしたより出る所、或山鼻をめぐる所、或池へいる〓所、或水のおれかへる所也。この所々に石をひとつたて〓、その石のこはむほどを、多も少もたつべき也。

　遣水ニ石をたてはじめむ事ハ、先水のおれかへりたわみゆく所也。本よりこの所に石のありけるによりて、水の、えくづさずしてたわミゆけバ、そのすぢかへゆくさきハ、水のつよくあたることなれバ、その水のつよくあたりなむとおぼゆる所に、廻石をたつる也。すゑざまみなこれになずらふべし。自余の所々はた〓わすれざまに、よりくる所々をたつる也。とかく水のまがれる所に、石をおほくたてつれバ、その所にて見るハあしからねども、遠くてミわたせバ、ゆへなく石をとりおきたるやうにみゆる也。ちかくよりてみることはかたし。さしのきてみむに、あしからざるべき様に、立べき也。

20　
· 概要

· 口語訳遣水の石をたつるにハ、底石、水切の石、つめ石、横方、水こしの石あるべし。これらはミな根をふかくいるべきとぞ。

横石は事外ニすぢかへて中ふくらに、面を長くみせしめて、左右のわきより水を落たるが、おもしろき也。ひたおもてにおちたる事もあり。

遣水谷川の様ハ、山ふたつがハざまより、きびしくながれいでたるすがたなるべし。水をちの石は、右のそばへおとしつれバ、又左のそバヘそへておとすべき也。うち〓がへ〓こ〓かいしこに、水をしろくみすべき也。すこしひろくなりぬるところにハ、すこしたかき中石を〓きて、その左右に横石をあらしめて、中石の左右より水をながすべき也。その横石より水のはやくおつる所にむかへて、水をうけたる石をたてつれバ、白みわたりておもしろし。

21　一説云、遣水ハそのミなもと、東北西よりいでたりといふとも、対屋あらばその中をとおして、南庭へながしいだすべし。又二棟の屋のしたをとをして、透渡殿のしたより出て池へいる〓水、中門の前をとおす、常事也。

又池ハなくて遣水バかりあらば、南庭に野筋ごときをあらせて、それをたよりにて石ヲ立べし。

又山も野筋もなくて、平地に石をたつる、常事也。但池なき所の遣水ハ、事外ニひろくながして、庭のおもてをよく〓うすくなして、水のせ〓らぎ流ヲ堂上よりミすべき也。

遣水のほとりの野筋にハ、おほきにはびこる前栽をうふべからず。桔梗、女郎、われもかう、ぎぼうし様のものをうふべし。

又遣水の瀬々にハ、横石の歯ありて、したいやなるををきて、その前にむかへ石ををけバ、そのかうべにか〓る水白みあかりて見べし。

又遣水のひろさは、地形の寛狭により、水の多少によるべし。二尺三尺四尺五尺、これミなもちゐるところ也。家も広大に水も巨多ならば、六七尺にもながすべし。

作庭記現代口語訳・解説

03.06.02　小瀬昌史

２２　立石口伝

· 概要

石の選び方、組み合わせ

■口語訳

石を据えるにはまず大小の石を運んできて、立石になる石の頭（図１）を上にし、臥石になる石の頭を上にし、庭の表に重ならないように一つ一つ並べて、大小の石の大きさや、見映え、組み合わせ、釣り合いなどを見ながら、かねてからの構想にしたがって据えてゆくべきである。

石を据えるには、まず主石の見映えある角、形を持った石を一つ据えてから、その主石に対して、大きさ、姿が一定の空間構造をなす上にもっとも当てはまるように、次々の石を据えてゆくべきである。

石を据えるには前石などに至るまで、頭部の形の良い石を、それぞれ安定するように据えるべきである。石の頭がゆがんでいる石は（図２）、頭が安定した姿になるように立ててその全体の姿が傾いていても、意に介することはない。

又岸から水底へたていれ、また水底から岸へ立ち上がる大磐石は、大きくていかめしく続くことが望ましいが、労力が大変であるから、同じ色で似た襞のある石を選びあつめて繋ぎ合わせて一つ石に見せるようにすべきでる。

主石へ対して左右の脇石や前石を組むのに、主石にふさわしいのを据えて、その奥のいわゆる見込みの石（見越石）を先に据えた主石や脇石に対して、大きさ、姿が一定の空間構造をなす上にもっとも当てはまるように据えてゆくべきである。

２３　或人口伝

■概要

石の配置の仕方。特に気勢について

■口語訳

岨崖の石はあたかも屏風を立てたように据えるべきである

或は斜めに立て違えたりして、戸をはずして立てかけた様に据えるべきである。そして、それら石の気勢と気勢が交差することによって美的関連が生じるのである。

山のふもとや野辺の石は、群犬の様に据えたり、野豚が走り戯れている様に据えたり、子牛が母牛に甘えて戯れている様に据える。

また、石を据える事は、逃げる石が一両あれば、追う石は八、七両（逃げる石より数多く）あるべきである。例えば鬼が狙う小児を取らせまいとする、鬼に対抗する側のみんながかばって防ごうとし、あちらこちらへなびく様を石の気勢駆使によって表すべく石を組めということである。

石を三つ組むにも、三尊仏組だと品文字のように据えることが常である。何れも脇石は庭の広く空いている方が少し低めに据えるのが良い。

また、山留めの石は山を切り立てた様なところに多く据えるべきである。芝生の庭に接続するところには、山と芝庭の境、つまり、芝生の終わるところによく気をつけねばわからないぐらいに、あまり高くない石を据えるのがよい。

また、立石は石かどの斜と斜を利用して組み合わせ、正面から見てすき間のないように重ね組むのである。かぶりがたは俯きにかぶっている石の形。つくゑがたは机を据えた様に、または机代りとし利用できるように上の平らな石を据えることである。桶すえは桶のくれ（側面）のようにせりもちになっており、背後から土砂の圧力を受ける場所に利用されている。

また石を据えるには、逃げる石あれば追う石があり、傾く石があればそれを支える石があり、踏みつける様な石があれば、踏みつけられる石があり、仰向いた石があれば俯いた石があり、立っている石があれば座っている石があるというように、変化がありながら、全体から見て、起伏、抑揚、間隔、大小、強弱のバランスがとれ有機的一体に見えるようにすべきである。

２４

· 概要

石の据え方。

· 口語訳

石は崩れないよう深く据えるべきである。崩れないようにというのは石を深く入れてあるか実際には堅固で根の浅い石より強いが、見た目には前石のある方が強そうにみえる。これは言い伝えである。

石を据えたならば、石の根元（土を）をよく突き固めてすき間のないようにする。上（表面）ばかり突き固めても、下（地中）にすき間があれば大雨の時など下の隙間へ水と泥が入り、石の根元がゆるんで傾く原因となる。始めから一度に土を入れず、少しずつ土を入れながら三センチぐらいの細い棒で突き固め、地面近くになってか

ら太い棒で突き固めるのが良い。

石を据える上で多くの禁止事項がある。これを、一つでも犯すと主人が病気になり、命を失い、その家が荒廃して鬼の住み処となる。

２５　禁忌

■概要

石の禁止事項

■口語訳

１.もと立っていた石をふせたり、もと臥せていた石を立てたりすると、その石が必ず霊石となってたたりをする。

２．平盤のもと伏せていたものを立てて、高所や低い所からでも、家に向けるならば、遠近（近場、遠場に）問わず祟りをする。

３．高さ四尺—五尺もある石を東北に立てはいけない。或は霊石となり、悪魔が入ってくる足がかりとなるから、その家に人が永く住みつくことができない。但し南西に三尊仏の石をたてむかえればたたりをしない。悪魔も入ってこない。

４．家の縁よりも高い石を、家の近くに立ててはならない。これを犯したならば、凶事が絶てないし、しかも家主は長く住む事ができない。但し社寺の堂舎ならばその祟りはない。

５．三尊仏の立石を、正しく寝殿に向けては成らない

２６　禁忌

· 概要

建築と石の関係においての禁止事項

■口語訳

1、 三尊仏の立石を、まっすぐに寝殿にむけてはならない。すこし他の方角に向けるのである。これを犯せば不吉である。

2、 庭上にたてる石は、舎屋の柱の筋（見通し）にたててはならない。これを犯すならば、子孫が不吉である。悪事によって財を失うであろう。

3、 家の縁のほとりに、大きな石を北へ頭を向けたり、西へ頭を向けたりして据えれば主人は一年も無事に過ごせない。およそ大きな石を縁近くふせることは、大いに憚らねばならない。主人がとどまり住むことがないと言われる。

4、 家の南西の方角の柱のほとりに石を立ててはならない。これを犯せば、家中に病気が絶えないという。

5、 南西の方角に山を置いてはならない。ただし道を通すならば憚らない。山を忌むことは白虎の道をふさがないためである。ひとえに（　　）で、築きふさぐことは憚りがある。

6、 やまを築いて、その谷を家に向けてはならない。これを向ければ、女子が不吉である。また谷のくちを（　）向けてはならない。少し他の方角へ向けるのがよい

7、 臥せ石を北西の方角に向けてはならない。これを犯したならば、財物が倉にたまらないし、雇人も家畜もたまらない。また北西に水路を通さない。これは福徳が戸内にあるために、流水を殊の外憚らねばならない。雨垂の当たるところに石を立ててはならない。そのとばしりのかかった人は、悪瘡がでる。檜皮の滴りが石に当たるところが毒をなすからである。ある人が言うには、檜山の仙人は多く足に（　）病があるという。

8、 東方に他の石よりも大きな石の、白色のものを立ててはならぬ。そこの主が人に犯されるのである。他の方角にも、その方角を打ち負かす目立った色の石で、他の石よりも大きなのを立ててはならぬ、これをおかせば不吉である。

２７　禁忌

· 概要

写景での禁止事項

■口語訳

1、 名所を模写するには、その名を得たち地が荒廃したならば、その所をまねてはならぬ。荒れた所を家の前に写しとどめることは憚るべきことだからである。

2、 弘高が言うに、石は荒涼に立ててはならぬ。石を立てるには禁忌のことなどがあり、その禁忌を一つでも犯すならば主人に必ず事故があり、そこは長く保たない、といったことがある。山または河辺に元あった石も、その姿を変えれば必ず石神となって祟りをなすことは国々に多い。その所には人が久しく居ない。但し山を隔てて、河を隔てて、遠くへはなれたならば、強いてと祟りはない。

3、 霊石は高峰からころがし落としても、落ち立つ所に、本の座所に違わず立つのである。このような石を立ててはならぬ。捨てるべきである。また、五尺以上の石を東北東にたててはならぬ。鬼門から鬼が入り来るからである。

２８　禁忌

· 概要

山の禁止事項

■口語訳

1、 荒磯の様は面白いけれども、ところが荒れて長く保てないから、学んではならぬ。

2、 島を置くには、山島をおいて、海の崖の見えないようにするとよい。山のとぎれの間から、少し海を見せるべきである。

3、 峰の上にまた山を重ねてはならない。山を重ねたならば、祟りの字をなすからである。水は入れ物に隨って形をなし、形に隨って善悪をなすものである。そうであるから、池の形はよくよく注意しなければならない。

4、 山の樹の暗い所に、滝を畳んではならない。この条の解釈には差がある。滝は木ぐらい所から落ちることこそ面白い。古所も専らそのようになっている。中にも実際の深山には、人が居住することは出来ない山家の辺などに、いささか滝をこしらえて、その辺に樹を植えることに憚はないであろう。樹を植えないという条は、一向に用いる必要がない。

5、 宗の人がいうに、山または河岸の石が崩れ落ちて、断崖や谷底にあるものは、古くから崩れ落ちて、もとの頭も根になり、もとの根も頭になり、また峙っているものもあり、仰向けに臥せるものもあるけれども、さて年を経て色も変わり、苔も生えているのは、人の仕業ではなく、石が自分自身でしたことであるから、その定めによって、立てるも臥せるも全く憚りはない。

２９　禁忌

· 概要

水の禁止事項

· 口語訳

1、 池は亀または鶴の形に掘るのがよい。水は器物に従ってその形を成すものである。また祝言を仮名に書いた姿だなどと考えて掘るべきである。

2、 池は浅い方がよろしい、池が深ければ、魚が大きくなる。魚が大きければ、悪虫となって人を害するからである。

3、 池に水鳥が常にいれば、家主は安楽である。

4、 池尻の水門は、南西へ出すべきである。青竜の水を白虎の道へ迎えて悪気を出すからである、池は常によく浚わなければならない。

5、 北西に水門を開いてはならぬ。北西は寿福を保つところである。

6、 水を流すことは、東方から屋中を通して、南西へ向かえて諸悪気をすすがせるのである。これはすなわち青竜の水で、諸悪を白虎の道へ洗い出すのである。人がここに住めば咒咀を受けず、悪瘡がでず、病気がないという。

３０　禁忌

· 概要

石の禁止事項

■口語訳

1、 石を立てるに、臥す石に立つ石ないのは差し支えないが、立つ石に左右の脇石、前石としての臥せ石などは、必ずなければならない。立つ石をただ一本ずつ、兜の星などの様に建てて置くことは、誠に笑うべきことである。

2、 古い場所に、自然と祟りをする石などがある時には、その石を打ち負かせる色の石を立て替えるならば、祟りをすることがないと言われている。また、三尊仏の立石を、遠く立て迎えるようにと言われている。

3、 家屋の軒近くに、三尺に余る石を立てることは、殊に憚からねばならぬ。三年のうちに主人は変事が起こるであろう。また、石を逆様に立てることはおおいに憚らねばならない。東北院に蓮仲法師が立てた所の石に、禁忌を犯したことが一つあるとか。

32　樹事

· [image: image1..pict]概要

宅相にもとづいて、各種の木の配置の方法を述べる。

· 口語訳

人の居所の四方に木を柚えて四神具足、天象と合致する地相、庭相の地とする。経に日く、家より東に流水あるを青竜とする。もしその流水がなければ、柳を九本植えて青竜の代りとする。西に大道のあるのを白虎とする。もしその大道がなければ、楸(キササゲ)七本をうえて白虎の代りとする。南の前に池のあるのを朱雀とする。もしその池がなけれ.は、桂九本を植えて朱雀の代りとする。北後に丘があるのを玄武とする。もしその丘がなければ、桧を三本植えて玄武の代りとする。かようにして四神相応の地として住むならば、官位福禄がそなわって無病長寿であるという。凡そ樹は人間世界、天上界における最も荘厳なものである。だから孤独長者が抵恒精舎をつくって、仏にたてまつろうとした時も、樹を買ったり運んだりする費用を措しいと思い心をなやました。それをきいた祇陀太子が思うよう、孤独長者はどんな気でいるのか、彼が財力にものをいわせて、地に敷き満たすほどの黄金を聾やしたものだと誇りながら精舎をつくり、釈尊にたてまつる所存か、自分としては金がいくらかかったなどということを意に介するものではない。ただこれを仏にたてまつりたいという念願だけであるとて、樹を釈聯に奉ってしまった。であるからこの所を抵樹給孤独薗と名つけた。祇陀がうえた孤独がそのというこころであろう。秦の始皇帝が書物を焼き捨て、学者を生き埋めにしたときでさえ、樹のことを書いた書物だけは焼かないように命じたという。仏が法を一説いたときはぼだい樹下で行い、久遠里の命が錦津見神の宮へ下りた時も、井戸ばたのユスカツラヘまずおりられた。人の住居には樹を植えることが最も大切である。

33　樹事

· 概要

四神以外の木の配置の方法、禁忌についての説明。

· 口語訳

樹は青竜、白虎、朱雀、玄武の外は何の木をどちらへ植えようとも自由でよい。但し古人がいうには、東には花の木をうえるとよいとあった。もし池があるならば、島には、松、柳、釣殿のほとりには、カエデのように夏の緑陰となるものを植えた方がよい。枕(エンジュ)は門の近所に植える。大臣の門に枕を植えて、枕門と名つけるのは、大臣は人を懐けて手なずけて帝王に仕える役目だからとかいう。門前に柳を植えることは由緒があるのか。但し門柳は相当の地位の人、もしくは時の権力者の門に植えるべきとかいう。無理に植えてはいけないというのではないが、一般庶民の家に門柳をうえるのは、見ぐるしいことと聞き及んでいる。

いつも見えるところに近く、サカキを植えることは遠慮した方がよいと聞いている。門の中心にあたるところに木を植える、ことはやめた方がよい。それは閑の字になるからである。方形や円形の地の中心に木があると、その家の主が常に苦しむことがあるという。方円の中の木は困という字であるからである。

又方形や円形の地の中心に屋をたて住むと、その家の主は刑務所行きになる。方円中に人の字があるのは囚という字である。こんなことにいたるまで心すべきである。

付言。これらはたあいのないことのようだが、それを聞くと気にかかるのも又人情の自然というものであろう。人の心に安らぎを与えるのが庭園であるからには、好んでこれらの忌みごとを犯すまでもないと思う。

34　泉事

· 概要

泉の意義、施工法の説明。

· 口語訳

住家には泉がなくてはならないものである。暑気を忘れるのは泉にこしたことはない。それだからこそ唐人は必ず泉をつくり(噴水)をして、或いは■業のさまをつくったり、獣の口から水を出したりしている。天竺にも須達長者が祇池精舎をつくったので、堅牢地神が来て泉を掘った。甘泉がすなわちそれである。我が国でも聖武天皇が東大寺をつくったので、小壬生明神が神泉をほった。羂索院の閼伽井がそれである。このほかの例が数えきれないほどである。

泉は冷水がそこにあったならば屋をつくり、大井筒をたて、賓子をしくことか通例である。(第六七図及び第六八図の大井筒参照。)冷水があっても遠いとか不便なところであれば、流し来たって便利な手近の泉へ導く方がよい。開渠にするのが都合が悪ければ、地中へ箱樋を水源から泉(使用する井戸)まで伏せ通して来て、その上へ小高をたつべきである。(第六八図の小筒参照。)もし水源が泉(使用する井戸)よりも高ければ水のとり入れ口の樋を水源の水位のゆるす限り高くして、それよりも泉の方を低くし、そのうえに中筒を据える。(第六八図の中筒参照。)但し、その中筒の高さを水源の水位より、ちょっと低くすれば、その水源の水がふき出て中筒からあふれるのである。暗渠樋を永もちさせようとおもわば、石を土へかぶせるとよい。もしくはよく焼いた瓦でも悪くない。

35　泉事

· 概要

水の汲み方、泉の施工−特に側面底面の工法の説明。

· 口語訳

泉をつくって井戸の水を汲み入れるには、井戸のわきに大きな船を台の上に高く据えて、その下から、先にのべたように箱樋をふせて船のしりから樋の上までは竹の筒を立てとおして水をくみ入れば、泉の筒から水.か出て涼しく見える。(サイフォン)泉の水をわきへも底へももらさぬようにするには、まず井本をせきとめる筒の板のとめ(角落し)を、隙のないようにつくって、地の底へ一尺ばかり掘りしずめる。そのしずめるところは、板をつなぎあわせたものでも差支ない。底の土をほりすててよい埴土(粘土)へ水を加え柔かにこねたものを厚さ七-八寸ばかりに塗って、その上に面の平な石をすきまなくおしこんで並べ、それを干し固めてから、その上へまた平な石の四-五寸くらいのものを、ただ並べて、更に白黒のきれいな小石をしくのである。一説につくり泉を土中へ掘り入れずに、地の上に筒をたて、水を使えば底まできれいに水.が無くなるようにつくってもよいとある。

3６　泉事

· 概要

主に泉における簀の張り方の説明。

· 口語訳

汲んだ水は一-二夜を過きると腐って臭くなり虫がわいてくるので、常に水をかえて、底の石も土もよく洗って、必要なその都.度水を入れるとよい。地上に高く筒を立てるにも、板を底へ入れる方がよい。粘土をぬることは前にのべた通りである。板の外のまわりをも掘って粘土を入れるべきである。貴子をしく事は、筒の立板よりもの先を少し出すようにしくという説がある。泉をひろくして立板より二−三尺水のおもへさし出で、釣殿のすのこのようにしく説もある。これは泉へおりる時に、簀の下がこぐらく見えて、もの恐ろしい感じになるのを好んだやりかたである。但し便宜にしたがい人のこのみによってよい。.泉をつくろうとする時に住居より高い地に掘り井戸があるならば、その井戸の水面から、掘りとおして、その井戸の水ぎわから樋をふせ通し住居の泉に導いておけば、樋から流れ出る水が絶えるということがない。

37　雑部

· 概要

楼／閣の説明

· 口語訳

唐人の家には必ず楼閣がある。高楼は別として一般には軒の短いのを楼と名づけ、簷(のき)の長いのを閣と名.づける。楼は月を見るのに都合がよいようにしたもの、閥は夏に陽光をさえぎって涼しいようにしたもの、簷の長い屋根は夏は涼しく、冬は暖かであるからである。

